
 

 

2018 年 11 月 26 日以降に下記の敗血症研究にご参加いただいた方へ 

―｢敗血症の重症度評価を可能とする新規バイオマーカーHRG (Histidine-Rich 

Glycoprotein):敗血症早期治療への応用｣ ― 

 

「敗血症の重症度評価を可能とする新規バイオマーカー HRG(Histidine-Rich 

Glycoprotein)：敗血症早期治療への応用」の研究にご賛同・ご参加いただきありがとうご

ざいます。今回、この研究の実施計画に変更がありましたのでご説明いたします。 

 

１．説明の対象 

2018 年 1 月 12 日以降にこの研究にご賛同・ご参加いただいた方 

 

２．変更内容の説明 

1) 研究への同意撤回 

研究への参加の同意を取り消すことができる期間は、研究にご参加いただいてから 90 日間

の観察期間中でしたが、今回の研究計画の変更により、同意撤回可能な期間が 10 年間に延

長されました。ただし、同意撤回をされた時点ですでに発表された論文に関してはデータか

ら削除することができないことがありますのでご了承ください。 

2) 研究における利益相反 

私たちはこの研究によって企業からの寄付などの経済的利益を得る可能性があります。た

だし、この利益は岡山大学 麻酔・蘇生学分野に属し、個人の利益にはなりません。 

 

この研究計画の変更についてわからないことがございましたら、下記までお問い合わせ下

さい。 

 

＜問い合わせ・連絡先＞ 

香川県立中央病院 麻酔科 

診療科長：平崎 盟人 

電話： 0867-811-3333（平日： 9 時～17 時） 

Email： ak-hirasaki@chp-kagawa.jp 

住所：〒760-8557 香川県高松市朝日町 1 丁目 2 番 1 号 

  



 

 

－ 研究の概要 － 

1) 研究の背景および目的 

敗血症は、感染に対する生体防御反応の調節不全が原因で多臓器不全やショックを引き

起こす疾患です。その治療法の開発に向けて、世界的規模で活発な研究が続けられてい

ます。しかし、現在まで本質的に敗血症を治療できる薬物は発見されていません。また、

敗血症患者の状態を評価するマーカーも見つかっておらず、治療の際に症状が快方に向

かっているかどうかの判断や、急激な悪化を予測できないことがあります。そのため、

敗血症における新規マーカーや治療薬の開発が急務となっています。我々のこれまでの

研究により、敗血症になると血中に存在するタンパクの一つである高ヒスチジン糖タン

パク質(HRG)が減少することが分かりました。白血球の一種である好中球を活性化させ

ないようにブレーキの役割を担っている HRG が減少することで、全身で炎症が引き

起こされて多臓器不全につながる可能性が考えられます。また、 HRG 値を測定する

ことで敗血症の診断や重症度・予後の予測を行える可能性が示唆されています。そこで、

敗血症と HRG 値の時間的な変動の関連性や、病原体別での HRG 値と白血球や血小

板などとの関連性を調べます。 

2) 予想される医学上の貢献及び研究の意義 

提供して頂く血液を解析して HRG を敗血症の新規マーカーとして利用することで、

急激に変化する敗血症患者の状態予測が可能となり、迅速に処置を行うことができるよ

うになります。本研究によって得られた成果は、基礎的な研究面での大きな発展ととも

に、現在まで存在しなかった敗血症の重症度に応じた新規マーカーや新規治療薬が創ら

れる可能性があり、敗血症の検査法や治療法の確立という医学上の貢献がなされること

が期待されます。 


